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令和４年度 学校経営報告書（自己評価） 

 

学校番号 １０ 学 校 名 静岡北特別支援学校南の丘分校 校 長 名 原田 満紀 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

専

門

性 

各教科の

めざす姿

を明確に

した教育

課程再編 

・教科会で、新学習指導要

領と照らし合わせ、年間

指導計画上の課題を見

つけたり、修正したりで

きたと教員 80％ 

・図書コーナー、図書棚を

活用し、積極的な利用を

呼び掛けた教員 80％ 

・教員評価 88％ 

・教員評価 100％ 

 図書コーナー 

の環境改善に 

取り組み、生徒 

の図書委員会 

活動を中心と 

して読書活動 

に取り組んで 

きた。  

A 

・教科会で新学習指導要領の内 

容を確認しながら年間指導 

計画の見直し、改善につなげ 

る取組ができた。次年度は、 

他学年との指導の系統性や 

教科等横断的な視点で学習 

内容を確認・修正をしてい 

く。 

・図書委員会を中心に主体的に 

図書活用するよう工夫して 

いく。 

「学び、

考え、発

信 し 合

う」姿を

引き出す

授業の充

実 

・働き、生活することを自

分事として考え行動す

ることができた生徒

100％ 

・授業作りで学習指導要領

を読み、参考にした教員

80％ 

・授業研究、OJT、SUTで学

んだ知識や技術を活用し

て、授業をした教員 90％ 

・「自分の良さや 

課題に気付き、 

目標を立てる 

ことができた、 

または概ねで 

きた」と回答し 

た生徒 96％ 

「授業が分か 

った、役に立っ 

たと思う、また 

はだいたいそ 

う思う」という 

生徒 89％ 

・教員評価 94％ 

・教員評価 94% 

B 

・高等部に来て、国語や数学を 

好きになったという意見もあ 

り、「好き」になることを入口 

に学びが生活に役に立つ実感 

を持てるようにしていく。 

・機会をとらえて学習指導要領 

を読み、授業作りに取り組む 

ことができた。次年度は教科 

会で作成している年間指導計 

画新様式を入口に研修を重ね

る。 

・次年度は、自立活動を中心に 

した OJT,SUTの取組を行って 

いく。 

業務のス

リム化と

教職員の

時間への

意識向上 

・定められた定時退勤日以 

外にも、定時で帰宅した 

日があった教員 ８０％ 

・交通事故事犯０件 

・セクハラ、パワハラ０件 

・教員評価 89％ 

・交通事故 2件 

生徒 1件、 

教員 1件   

・セクハラ 

アンケート 

1件 

C 

・行事によって遅くなる月もあ 

ったが、多くが定時での帰宅 

を心掛けていた。少ない人数 

での学校経営のため業務の重 

複もある。その中でも業務の

精選・見直しをしていく。 

・自転車・自動車運転の交通安 

全指導を重ねて行っていく。 

・不祥事根絶に向け、研修を重 

ねていく。 



様式第３号 

安

全

・

安

心 

自分の安

全と健康

を守る習

慣と環境

づくり 

 

 

・自他の命の大切さを理解

し、前向きな行動ができ

た生徒 90％ 

・系統的、段階的な体力向

上に向けた指導ができ

た教員 90％  

・実態に合わせた性に関す 

る授業や指導が実施で 

きた教員 90％ 

・新体力テスト２種目の平 

均を２点上げる。 

・学校に安心して

通えていると回

答 し た 生 徒

96％、学校は楽し

いと回答した生

徒 84％となって

いる。 

・教員評価 100％ 

・教員評価 100％ 

・1.5点上昇 

B 

・救急法講習会や防災学習、 

の指導等で命の大切さ、自分

の身を守ることを学習でき

た。今後も、生徒が「学校が

楽しい」と思う関係性作りを

意識していく。 

・実態別トレーニングや系統

的、段階的な体力づくりを実

施できた。また、生徒からも

「知ることができてよかっ

た」という意見も多く聞かれ

る。今後も実態に応じた学習

を組んでいく。 

・新体力テストについては目標 

に届かなかった。次年度は、 

生徒自身が主体的に体を動か

すことができるよう、運動の

仕組みや競技の特性、文化、

歴史などスポーツ概論、体育

理論を取り入れた授業を行っ

ていく。 

連

携 

分校の存

在感の発

信と地域

活動の充

実 

・学校の様子がよく分かっ

たという保護者、参観者

100% 

・交流活動が理解啓発とな 

った外部関係機関 80% 

・保護者アンケー

ト 95％、参加者

アンケート 99％ 

 
B 

・次年度は、中学生向けの学校 

公開が進路を考える一助とな 

るようにしていく。また、情 

報発信の方法を工夫してい

く。 

進路希望

実現に向

け、本人

が納得し

て進む進

路指導 

・必要な情報を得ることが

でき、学校と連携したと

答える保護者 90％以上 

・研修が役に立ち生徒の学 

びが深まったと答える教 

員 90％以上 

・保護者アンケー

ト 95％ 

 

・教員評価 94％ 

A 

・個別面談等を通して、進路や 

職場実習、生活面での必要な 

情報を得ることができたと 

回答。保護者の悩みや必要な 

情報については、今後も担任 

だけでなく、学年、学部で情 

報共有して当たっていく。 

・生徒アンケートより、「分か 

った、役に立った授業があっ 

たか」の質問に、職業、職場 

実習、作業学習をあげた生徒 

が 45％だった。次年度も、 

職業科を窓口とする研修課 

と連携して授業に臨み、生徒 

の学びを深めていく。 

 

 Ａ：十分目標を達成することができた  

Ｂ：おおむね目標を達成することができた  

Ｃ：あまり目標を達成することができなかった 

Ｄ：ほとんど目標を達成することができなかった 


